
第 ４ 回 東郷小 学校 薩摩川内元気塾実施報告書

平成 ２４ 年 １ 月 ２６ 日 実施

演題 いのちの記念日

講師 鹿児島県助産師会 上村 直美，原口 郁子 先生

塾の様子（写真）

参加者数

児童・生徒 ３９ 名 教職員 ５ 名 保護者 ２ 名 地域の方 ０ 名

主な感想等
ぼくは，まわりの人に大切に思われているこ

(1) とを知りました。また，ふつうの赤ちゃんがこん
児 なに重たいんだと思いました。そして，赤ちゃ

童 んが生まれるとき，がんばっているんだなあと

・ 思いました。

生 今日の命の授業を受けて，私は助産師に

徒 なろうと思いました。そしてお母さんや赤ちゃ

んのいろんな命を守ったりしてみたいです。

子どもたちは，母親のお腹の中にいるとき

(2) から命を授かっていること，自分の誕生が家
教 族や周りの人々に喜ばれるものだったことなど

職 を話や紙芝居，体験活動によって学ぶことが

員 できた。現場に立つ助産師の方々の体験に

基づく話は説得力があり，聞き手の心に届くも

のだった。

子どもたちは，自分もがんばって生まれてき

たこと，お母さんも出産をがんばったことを感

じ取ったと思います。子どもが成長していく中

(3) で，自分や他人を大切に思える大人へとなる
保 だろうと思いました。私自身も，命のつながり

護 に感謝し，何事にも精一杯生きていきたいと

者 改めて誓えました。

「生きてるだけで１００点満点」，大きく成長

してくれていることを当たり前のように思い，過

ごしていますが，時々でも思い出せたら，怒る

回数も減りそうです。


